
お れ た ち

４
月
14
日(

日)

、
け
ん
せ

つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
荒
川
支
部

第
76
回
定
期
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
司
会
は
小
熊
賢
一

副
執
行
委
員
長
が
務
め
、
瀧

口
勝
大
会
運
営
委
員
長
の
宣

言
で
始
ま
り
ま
し
た
。
議
長

に
は
磯
部
正
三
さ
ん
と
八
木

橋
郁
子
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

津
田
宗
久
執
行
委
員
長
か

ら
は
、
秋
の
拡
大
を
７
年
ぶ

り
に
達
成
で
き
た
こ
と
、
１

０
０
万
人
署
名
の
目
標
を
達

成
で
き
た
こ
と
に
対
す
る
感

謝
の
言
葉
の
後
「
春
の
拡
大

月
間
で
は
目
標
を
達
成
し

て
、
支
部
全
体
の
人
数
を
増

や
し
て
運
動
を
発
達
さ
せ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
一
人
一

人
が
土
建
の
魅
力
を
周
り
に

伝
え
て
い
く
た
め
に
も
学
習

な
ど
に
取
り
組
み
、
組
織
の

在
り
方
や
納
入
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
今
年
度
も
継
続
し

て
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
の
中
宿
稔
書
記
次
長

か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

仕
事
も
暮
ら
し
も
苦
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
仲
間
の

状
況
も
聴
き
取
り
な
が
ら
、

土
台
と
な
る
組
織
作
り
が
大

切
。
拡
大
は
組
合
の
足
腰
を

強
く
す
る
大
切
な
期
間
で
あ

る
た
め
奮
闘
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
本
部
支
部
一
体
と
な

っ
て
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。吉

田
和
馬
書
記
長
の
基
調

報
告
の
後
、
次
の
よ
う
な
質

疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
支
部
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
、
年
齢
制
限

に
よ
っ
て
参
加
で
き
な
い
高

齢
の
仲
間
が
い
る
が
ど
う
に

か
な
ら
な
い
の
か
？

Ａ
．
年
齢
制
限
に
つ
い
て
は

以
前
か
ら
そ
の
よ
う
な
声
が

挙
が
っ
て
お
り
、
今
年
度
、

後
継
者
対
策
部
で
は
年
齢
制

限
を
設
け
な
い
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
レ
ク
を
企
画
し
て
い
る
の

で
是
非
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
。

Ｑ
．
保
険
料
が
毎
年
上
が
っ

て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
、
ど

こ
ま
で
上
が
っ
て
い
く
の
か

？Ａ
．
人
口
減
少
も
影
響
し

て
お
り
、
土
建
国
保
だ
け

が
上
が
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
ま
た
、
ど
こ
ま

で
上
が
る
の
か
も
分
か
ら

な
い
。
こ
れ
以
上
の
値
上

げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ハ

ガ
キ
要
請
行
動
等
、
皆
さ

ん
に
も
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

Ｑ
．
イ
ン
ボ
イ
ス
の
実
務

対
応
に
つ
い
て
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
？

Ａ
．
相
談
が
あ
る
た
び
個
別

に
対
応
し
て
い
き
、
制
度
自

体
に
大
き
な
変
更
等
が
あ
れ

ば
学
習
会
等
を
開
い
て
皆
さ

ん
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
後
、
財
政
報
告
及
び

会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
予

算
案
提
起
が
行
わ
れ
ま
し

た
。午

後
の
部
は
、
各
専
門
部

か
ら
基
調
報
告
に
対
す
る
補

足
・
方
針
提
案
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
の
中
で
も
、
服
部
和
美

社
会
保
障
対
策
部
長
か
ら
は

「
土
建
国
保
を
守
る
た
め
に

も
ハ
ガ
キ
要
請
は
と
て
も
大

切
な
行
動
だ
が
、
か
な
り
残

念
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
ま
た
、
仲
間
の
命
と
健

康
を
守
る
取
り
組
み
で
は
、

ま
ず
第
一
に
健
診
を
受
診
し

て
欲
し
い
。
特
定

健
診
、
特
定
保
健

指
導
の
受
診
率
が

非
常
に
低
い
こ
と

も
課
題
。
保
険
料

が
上
が
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
こ
れ
以

上
は
上
が
ら
な
い

よ
う
皆
さ
ん
と
協

力
し
て
い
き
た

い
。
土
建
国
保
は

自
分
自
身
が
良
い

制
度
だ
と
思
う
か

ら
こ
そ
周
知
を
徹

底
し
て
い
き
た

い
」
と
強
い
訴
え

が
あ
り
ま
し
た
。

田
村
高
広
後
継

者
対
策
部
長
か
ら

は
「
昨
年
度
は
コ

ロ
ナ
が
収
束
し
、

レ
ク
や
懇
親
会
等

を
再
開
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
も

あ
っ
て
最
終
的
に
は
新
年
度

は
全
分
会
か
ら
後
継
者
対
策

部
員
を
選
出
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
後
継
者
対
策
部
員
や

書
記
局
と
協
力
し
て
昨
年
度

以
上
に
部
会
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。
分
会
に
は
ま
だ

ま
だ
埋
も
れ
て
い
る
後
継
者

世
代
の
仲
間
が
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
掘
り
起
こ
し
て
い

き
た
い
。
自
分
も
ま
だ
組
合

活
動
を
分
か
っ
て
い
な
い
部

分
も
多
い
が
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
と
強
い
訴
え
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
２
３
年
度

の
運
動
経
過
報
告
及
び
財
政

報
告
の
承
認
、
２
０
２
４
年

度
運
動
方
針
案
及
び
予
算
案

の
採
択
が
行
わ
れ
、
表
彰
、

役
員
選
出
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
提
案
・
採
択
と
順
調
に

議
事
は
進
み
、
最
後
に
五
箇

谷
日
出
雄
副
執
行
委
員
長
に

よ
る
閉
会
挨
拶
、
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
全
体
で
67
人(

来

賓
・
書
記
含
め)

で
し
た

( 1 ) ２０２４年５月１０日 第６６７号
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津田執行委員長の挨拶の様子

新たな参加者から質問も挙がりました

これからの組合について

訴える田村後継者対策部長

執
行
委
員
長

津
田

宗
久(

東
尾
久
１)

副
執
行
院
長

小
熊

賢
一(

東
尾
久
１)

五
箇
谷

日
出
雄(

荒
川)

澤
元

達
雄(

町
屋
南)

書
記
長

吉
田

和
馬(

書
記
局)

書
記
次
長

泉

沙
織(

書
記
局)

常
任
執
行
委
員

田
村

高
広(

東
尾
久
１)

五
十
嵐

信
雄(

荒
川)

八
木

博
行(

南
千
住)

大
橋

正
博(

事
業
所)

服
部

和
美(

事
業
所)

常
任
執
行
委
員
待
遇

相
樂

由
美
子(

ザ
・
レ

デ
ィ
ー
ス
荒
川)

会
計
監
査
／
執
行
委
員
待
遇

加
藤

正
雄(

荒
川)

沖
田

義
成(

南
千
住)

２
０
２
４
年
度
支
部
役
員

最後は団結ガンバローで意思統一しました
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お れ た ち

４
月
11
日
、
荒
川
支
部
会
館

３
階
で
春
の
拡
大
決
起
集
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
10
分
会
中
９
分
会
が

成
果
を
持
ち
寄
り
、
さ
ら
に
日

暮
里
２
分
会
は
決
起
集
会
時
に

は
既
に
目
標
を
達
成
す
る
と
い

う
快
挙
を
上
げ
、
好
調
な
ス
タ

ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
切
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
そ
の
為
、
会
場

の
雰
囲
気
も
明
る
く
大
い
に
賑

わ
い
、
支
部
目
標
達
成
を
目
指

し
意
思
統
一
を
し
ま
し
た
。
決

起
集
会
終
了
後
も
、
思
い
の
丈

を
熱
く
伝
え
る
方
も
数
名
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

参
加
者
数
も
過
去
最
多
の
40

人(

書
記
含
め)

で
し
た
。

【
竹
達
浩
通
信
員
＝
南
千
住

分
会
】
「
平
和
を
創
り
出
す
人

た
ち
は
、
幸
い
で
あ
る
、
彼
ら

は
神
の
子
と
呼
ば
れ
る
で
あ
ろ

う
（
マ
タ
イ
５
・
９
）
」

戦

争
の
な
い
世
界
は
全
人
類
の
願

い
で
す
。
し
か
し
現
実
は
地
上

か
ら
戦
争
が
絶
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

果
た
し
て
人
類
は
、
平
和
を

「
創
り
出
す
」
こ
と
、
即
ち
、

平
和
を
構
築
す
る
た
め
に
、
戦

争
を
根
底
か
ら
「
消
滅
」
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
こ
の

問
題
は
人
類
の
、
継
続
的
実
践

課
題
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
12
月
９
日
、

蓮
田
市

・
蓮
田
駅
西
口
行
政
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
、
第
42
回
「
平

和
の
た
め
の
蓮
田
戦
争
展
」
実

行
委
員
会
主
催
の
、
「
医
師

中
村
哲
さ
ん
の
思
い
と
活
動
の

写
真
展
・
講
演
会
」
を
取
材
し

ま
し
た
。

こ
の
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

の
特
色
は
、
悲
惨
な
戦
場
の
様

子
を
訴
え
る
展
示
物
は
な
く
、

展
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
一
人

の
医
師
と
し
て
中
村
哲
（
以

下
、
中
村
と
す
る
）
さ
ん
が
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
の
命
を

助
け
、
平
和
を
築
く
過
程
の
記

録
写
真
で
し
た
。

中
村
さ
ん
は
１
９
７
３
年
、

九
州
大
学
医
学
部
を
卒
業
、
国

内
病
院
勤
務
の
の
ち
、
１
９
８

４
年
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外

医
療
協
力
会
か
ら
派
遣
さ
れ

て
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
部
の
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
以
来
、

パ
キ
ス
タ
ン
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
ハ
ン
セ
ン
病
を
中
心
に
、

35
年
間
医
師
と
し
て
、
人
々
と

共
に
生
き
る
た
め
の
医
療
環
境

整
備
、
生
活
用
井
戸
、
農
業
用

水
路
工
事
な
ど
に
従
事
し
ま
し

た
。近

年
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

は
、
旧
ソ
連
に
１
９
７
８
年
～

１
９
８
９
年
ま
で
軍
事
侵
攻
さ

れ
、
ア
メ
リ
カ
は
、
２
０
０
１

年
～
２
０
２
１
年
ま
で
20
年
間

に
及
ぶ
軍
事
侵
攻
、
そ
の
中
に

内
戦
を
含
め
て
、
43
年
間
も
戦

乱
が
続
き
ま
し
た
。

長
年
の
戦
禍
に
よ
る
経
済
破

綻
、
イ
ン
フ
ラ
の
破
壊
、
更

に
、
異
常
気
象
に
よ
る
大
干
ば

つ
で
、
農
地
の
砂
漠
化
。
食
糧

難
、
住
民
の
難
民
化
、
難
民
の

高
率
罹
病
、
死
亡
者
増
加
。
以

上
の
社
会
情
勢
を
見
て
、
中
村

さ
ん
は
、
今
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
最
も
必
要
な
も
の
は
兵
器

で
は
な
く
、
「
水
」
で
あ
る
と

思
う
の
で
す
。

中
村
さ
ん
は
、
「
小
さ
な
子

供
が
、
道
端
の
不
衛
生
な
溜
り

水
を
飲
み
、
下
痢
で
死
ん
で
い

く
現
実
。
医
療
だ
け
で
は
人
の

命
を
救
え
な
い
、
医
者
１
０
０

人
よ
り
も
、
き
れ
い
な
水
が
あ

る
と
助
か
る
命
で
す
」
と
い
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
干
ば
つ
は
深
刻
で
す
。
中
村

さ
ん
は
き
れ
い
な
水
を
求
め
て

１
６
０
０
本
の
井
戸
を
掘
り
ま

し
た
が
、
地
下
水
位
の
低
下
を

危
惧
し
た
政
府
に
よ
っ
て
工
事

は
中
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し

た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
総
人

口
の
７
割
が
農
業
人
口
と
言
わ

れ
、
農
耕
地
の
砂
漠
化
に
よ
っ

て
、
仕
事
を
失
っ
た
農
民
は
、

家
族
の
糧
を
得
る
た
め
に
、
米

軍
の
傭
兵
、
タ
リ
バ
ン
の
傭

兵
、
反
タ
リ
バ
ン
の
傭
兵
と
な

っ
て
戦
場
に
行
く
。
悲
惨
な
現

実
で
す
。

水
が
欲
し
い
。
用
水
路
が
欲

し
い
。
用
水
路
が
あ
れ
ば
、
何

十
万
の
人
々
に
命
と
平
和
が
戻

っ
て
く
る
。
中
村
さ
ん
は
、
激

し
い
想
い
で
、
人
知
を
超
え
た

想
い
で
行
動
を
起
こ
し
、
村
人

を
説
得
し
了
解
を
得
て
、
工
事

に
着
工
し
ま
し
た
。
中
村
さ
ん

の
熱
意
と
真
剣
な
姿
を
見
て
、

村
の
人
達
も
、
積
極
的
に
協
力

し
ま
し
た
。

着
工
か
ら
７
年
、
完
成
し
た

水
路
は
25
キ
ロ
以
上
に
伸
び
、

水
路
周
辺
の
60
万
以
上
の
人
々

の
生
活
は
回
復
、
ま
た
、
水
路

際
に
水
害
防
止
用
に
植
え
ら
れ

た
紅
柳
の
、
木
も
大
き
く
な
り

昆
虫
が
生
き
、
そ
れ
を
求
め
て

鳥
が
来
る
。

水
路
の
開
通
に
よ
っ
て
緑
は

回
復
、
虫
の
音
、
鳥
の
声
、
子

供
の
声
、
そ
し
て
生
活
の
音
が

聞
こ
え
、
自
然
の
循
環
が
正
常

運
行
。
中
村
さ
ん
曰
く
、
「
人

間
は
自
然
の
恵
み
で
生
か
さ
れ

て
い
る
。
開
発
と
い
う
名
の
下

に
、
自
然
が
破
壊
さ
れ
、
戦
争

が
起
き
る
。
自
然
を
修
復
し
よ

う
と
思
え
ば
、
戦
争
を
し
て
い

る
暇
な
ど
な
い
。
口
で
は
平
和

を
叫
ぶ
が
、
平
和
と
は
観
念
で

は
な
く
、
全
て
の
実
態
で
有
り

実
態
の
安
寧
で
あ
る
」
。

( 2 )２０２４年５月１０日 第６６７号

昨
秋
に
続
き
連
続
達
成
で

組
織
増
を
勝
ち
取
ろ
う

後継者世代の新たな仲間も参加しました

お
れ
た
ち
６
６
６
号
２
面

の
「
分
会
総
会
の
様
子
」
、

及
び
「
わ
た
し
の
ペ
ッ
ト
自

慢
」
に
つ
き
ま
し
て
分
会
名

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
「
分
会
総
会
の

様
子
」
の
佐
藤
一
博
さ
ん
の

所
属
分
会
は
「
東
尾
久
１
分

会
」
で
は
な
く
「
東
尾
久
２

分
会
」
、
「
わ
た
し
の
ペ
ッ

ト
自
慢
」
の
阿
川
達
雄
さ
ん

の
所
属
分
会
は
「
日
暮
里
１

分
会
」
で
は
な
く
「
日
暮
里

２
分
会
」
と
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
再
発
防

止
に
努
め
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

早期達成に思わず笑みがこぼれます

中村哲の平和観

「平和とは観念ではなく

実態である」

中村哲さん

(Wikipediaより)

共
に
生
き
る
た
め
に

命
は
水
で
あ
る

水
が
欲
し
い

甦
る
大
地

平
和


